


正三の家は飯田山という山のふもとにあって、
市内の農学校に通えるほどの距離ではなかった
。
自転車では少し遠すぎるが、正三はそれでも
「父ちゃん　俺　自転車で行くよ。大丈夫だか
ら自転車で行くってばあ」と一生懸命に頼ん
だが、うんとは言わなかった。
乗合自動車が通っているが、一日に五本しか無
いので無理だし、相当にお金もかかる。停留所
までだって誰かが送っていくようだ。
 
その頃は不景気で、現金収入の無い農家はバス
代を出せるほどらくではなかったが、成績の良
い正三は、先生からたった一人、農学校行きを
薦められていた。
若しかするとやってもらえないかなあと正三は
朝から心配だった。
正三の家は結構大きな農家だが、長男はもう父
親と一緒に働いているし、二番目の兄は親戚の
、子の無い家に養子に行っている。
 
もうそろそろ願書を出さないと間にあわないと
、いつもなら遊びに行って一日中帰って来ない
のに、朝からじいやのお相手をして草履つくり
をしていた。
正三の心を見透かしてじいやは
「珍しいな、おめえがこんなに手伝う
とは・・・」と笑っていた。
勉強の良く出来る孫の為、いつも
「農学校にやってやれ」
と父ちゃんに云ってくれているじいさんだった
。



夜遅く、父ちゃんが帰ってきた。
未だ囲炉裏の周りで草履を編んでいた正三に
「何とかなったぞ」と言った。
「本当け？？自転車け？？」
「いや、良ちゃんちに世話になるんだ、良ちゃ
んは俺のまた従兄弟だからお前の何に当る
んだ？」
「ああ、みつちゃんて小さな女の子のいるう
ちけ？みっちゃんちならすぐでもいぎてえ」
誰の家でも農学校に行ければそれでいいんだけ
れど、盆踊りなんかで行った時、みっちゃんは
小さくてお人形さんみてえに可愛かった。しめ
しめ・・・
とうちゃんの気の変わんねえうちに明日学校
に行ってすぐ先生に云うべ・・・
「あのくれえなら自転車で、暴風が来ても学校
さいげるべ」

 
父ちゃんは今日、自分でみっちゃんのうちから
農学校まで、自分で自転車に乗って試して来て
くれたんだ。
 
四月、桜の爛漫と咲き誇る晴れた日、父親に連
れられて正三は、この辺ではあまりいない農学
校一年生となった。
総理大臣になったような感じだ。
その足で新しい自転車を買って貰って横倉のみ
っちゃんの家に向かった。久しぶりにおじさん
やおばさんに会い、父ちゃんは酔っ払って良い
機嫌で帰って行った。



アッそうだ、もう一人なんだ、父ちゃんが帰っ
たあと、正三は急に悲しくなった。うちを離れ
て一人になった事なんて一度も無かった正三は
、急に泣きそうになった。それを見ておばさん
は
「疲れたけ？離れに案内しましょ」と云って立
ち上がった。
 
次の日から、農学校まで自転車で通学した。
父ちゃんの云う通り、時間が余ればおじさんち
の手伝いをした。みっちゃんは一人娘でまだ小
学校だ。ここに来る前は小さいおんなの子だ
と思っていたが、俺より少し年下で思っていた
より小柄で可愛いかった。
 
自転車は珍しい頃で、暇があると後ろに乗せて
貰いたがった。
「正ちゃん、今日もいいけ？」学校から帰るの
を待ってみっちゃんは正三にいつもねだる。
「母ちゃん、いいべ？」
「正ちゃんも勉強さしなくちゃなんねえ。あん
まり遅くなんねえようにな」
 
道が悪いので気をつけなければならないが、面
白がって良く農道を走りまわった。妹のいない
正三にとって、みっちゃんとは村でも評判の仲
良しだ。
 
四年なんてすぐ過ぎる。正三も農学校を卒業す
る頃になった。
「正ちゃん、来年はうちに帰るんけ？」
「うん」



二人は黙ってしまった。
「そうだ、そうすると俺はみっちゃんに会えな
くなるんだ」
と思うと急に悲しくなった。
 
学校から帰ると二人は時間を惜しむかのように
話しをしていた。毎日の学校であった話やうち
の事ばかりだけれど、あんまりそれが目につ
いて、ついにおじさん（良ちゃん）はみっちゃ
んの部屋を二階へ移してしまった。
「おい、正三、光子はそろそろ女学校さ行く。
試験があるから勉強しなくちゃなんねえ、これ
からは二階へ行っちゃなんねえぞ、用があった
らおばさんに言え」
 
みっちゃんと話が出来るのは朝飯と夕飯の時だ
けになった。
「いいじゃねえけ？話するだけなのに・・・」
時々、俺の部屋から二階のみっちゃんの部屋を
眺めると、みっちゃんもこっちを見ている時
があった。
玄関の前から大きな松の木がみっちゃんの部屋
の方へ伸びている。
 
斜めに張り出した素晴らしい松の木だ。まるで
はしごのように張り出している。おじさん達の
いる所からはこの木は見えない。
幾日か過ぎて俺はみっちゃんに云った。
「あの松の木に登ってみっちゃんの部屋に行く
かな？」



「はいれるよ、窓の所まで太い枝がきている
もん」
「じゃあ、今晩行っていいけ？」
「うん、待ってっから」
という事がきっかけになって、俺は時々みっち
ゃんの部屋に行った。
 
あまり長くいるとおじさん達に呼ばれた時困
るし、話をして気が済むとすぐ帰るようにした
。
話をするよりみっちゃんの部屋に行っただけで
面白かった。
松の木は登る時より降りるほうが危ない。毛虫
に刺された時もあって真剣だった。
 
ある日、朝めしの時、おじさんが
「正三、胸に付いている黒い物は何だ！」
と怒鳴った。正三は胸を見た。学生服に黒いベ
タベタが付いていた。
「あれ？なんだんべ、さっきは付いていなかっ
たんだけど・・・・・」
「嘘こくな！ゆうべっから付いていたんだぞ！
」
「・・・？？？？？・・・」
「ゆうべ、松の木に俺がコールタールをなすり
付けておいたんだ、何でだかわかるな？」
 
そんなわけでみっちゃんが女学校を卒業した
あと、正三はみっちゃんの所へ婿入りした。
両家にとって大変良い結果であった事は云うま
でも無い。



月日は流れ、戦争も終った。正三は市役所に
勤め、おじさんやおばさんとみっちゃんが殆ん
ど三人で農業をしていた。いわゆる兼業農家の
はしりだ。
市役所までは自転車で通勤した。農学校より
はずっと近い。
 
婿様とは言え、月給を貰って来る大事な稼ぎ
手で、しかも市のお役人様だ。村長さんだって
、市長さんに用事のある時は父ちゃんに頼みに
来る。この辺の人は何かあると必ずとうちゃん
を頼りにした。
みっちゃんは大変良い女房で文句の一つも言
わず、毎日を送っていた。二人の間には昔のみ
っちゃんより可愛い一人娘がいた。
 
「おい、今夜は冷えるな、湯たんぽは入れた
のけ？」
「だからお湯に入ってから寝なっていった
んべ・・・」
「しょうがないべ、つきあいの飲み会で遅くな
ったんだから・・・」
「嘘ばっかり、又坂本さんと二人で飲みにいっ
たくせに・・」
「うるせえ、ゆたんぽ何処だ・・」
「入っているよ、ちゃんと入れたから」
正三はあちこち足を動かして湯たんぽを探した
。自分の足でみっちゃんの足の方をまさぐると
「何だ、これ・・・たわしだ・・・ふとんの中
にたわしが入っているみてえだぞ。たわしなん
ど入れんな！！！気いつけろ！！！」



「何言ってるんだ、父ちゃん、それ、おれのか
かとだんべな」
 
「えっ？？？」
「おれのが“たわし”なら、とうちゃんのかか
とは”わらじ”だんべ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　以上


